
 

ＦＤ入力ツール（電気通信事業者用）の使用方法について 
 

1. はじめに 

４ＧＨｚ帯、５ＧＨｚ帯、６ＧＨｚ帯、６．５ＧＨｚ帯、７．５ＧＨｚ帯、１１ＧＨ

ｚ帯、１５ＧＨｚ帯、１８ＧＨｚ帯、２０ＧＨｚ帯及び２２ＧＨｚ帯の周波数を使用す

る電気通信業務の固定局における照会相談業務申込書添付資料のＦＤ入力ツール使用

方法を説明します。 

2. 使用手順 

2.1. 使用環境 
  「Microsoft Excel 97」及び「Microsoft Excel 2000」を動作対象環境としています。 
 
2.2. 環境設営 

FD入力ツール（rat3000＊注.xls）が保存された FDを、コンピュータ端末の FDドラ
イブに挿入します。 
なお、rat3000＊注.xlsをメールにて添付配布する場合は、圧縮ファイルにて転送して
ください。（別添資料の「ＦＤ入力ツールの注意事項」を参照してください） 
注：＊は 0：4/5/6/11/15/18/20/22GHz帯方式用 又は 1：6.5/7.5GHz帯方式用 

 
2.3. FD入力ツール実行 

rat3000＊.xls をダブルクリックします。以下画面が表示されるので「マクロを有効
にする」をクリックします。 

 
  【注意】上記の画面が表示されない場合、Excel 画面の「ツール」をクリックし、「マ

クロ」を選び、その中にある「セキュリティ」をクリックしてください。セキ

ュリティレベルを「中（M）」としてください。 
（別添資料の「ＦＤ入力ツールの注意事項」を参照してください） 

 
2.4. 新規の作成 
下に示すようなメニューが表示されます。 
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メニューの「新規作成」をクリックすると、次の画面が表示されます。 
 

 
 

(1)  別紙－１｢照会相談業務申込書添付資料 FD 諸元入力方法(電気通信業務用)｣及
び「照会相談業務申込書添付資料記入要領」を参照し、該当の各種諸元を入力し

ます。 
      なお、項番の該当箇所は、別紙－２「申込書添付資料入力照会相談業務申込書

添付資料（電気通信業務用：項番対比表）」の各項目に番号を付与していますので、

合わせて参照してください。 
 
(2)  入力形態には、全角、半角、ｶﾅ半角、 ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝﾒﾆｭｰ(▼印)による項目選択の４
種類がありますが、誤投入を防止するため、入力値桁数オーバー及び不正値につ

いては、制限をかけています。 
なお、使用にあたっての留意点は、次のとおりです。 
・ 全角入力項目には、半角でも入力可能です。（項目によって、入力可能文字

数は全角と同じ文字数のものと、２倍の文字数が入るものがあります） 
・ 半角数字入力項目は、半角数字しか入力できません。 
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(3)  ２区間以上（反射板除く）の場合は、メニューバー「区間追加」をクリックし、
区間追加していきます。 
また、区間削除（反射板除く）を行う場合は、メニューバー「区間削除」をク

リックし、Ｅｘｃｅｌシートを削除します。 
 

【注意】メニューバー「ﾌｧｲﾙ出力」を実行せず、「終了」をクリックすると、「本当に

終了してよろしいですか（ファイル保存を確認してください）」のメッセージが表

示されます。「はい（Ｙ）」をクリックすると、入力したデータは失われてしまい

ますので、注意してください。 
2.5. 印 刷 
項 2.4（又は項 2.７）の画面において各項目入力後、「印刷」ボタン押下時に「照会相
談業務申込書添付資料」帳票が出力されます。 

 

 
 
2.6. ファイルへの出力 
項 2.4（又は項 2.７）の画面において各項目入力後、「ファイル出力」ボタン押下時に
以下画面が表示されます。（ＦＤの中の RA＊注ファイルによって作成されるファイル名
は異なります） 
注：＊は K：4/5/6/11/15/18/20/22GHz帯方式用 又は J：6.5/7.5GHz帯 
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    この例では、「RA _KO_IN1.RA＊」のファイル名です。「保存」を押すと、ファイ
ルが保存されます。 

 

 
 
 

2.7. ファイルからの読込 
照会相談業務の申込用ＦＤ作成メニューを表示させます。 
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 メニューの「ファイル読込」をクリックします。次の画面が表示されます。 
 

 

RA_KO_IN1.RA＊を選択。

 
この例の場合には、「RA_KO_IN1.RA＊」を選択し「開く」ボタンを押下します。 
ファイル読込が行われて、次の画面が表示されます。 
  次の画面に示すように、各数値が読込まれます。 
 

 
 

     ファイル読込された数値について、変更可能です。また、ファイル出力及び印刷 
も可能です。 
                                 

以 上 
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